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１．県内の生育状況 

6/25 に行った各地域振興局定点調査圃場におけるあきたこまちの生育は、全県平均で草丈は 35.9cm（平

年比 97％）、茎数は 421本／㎡（同 107％）、葉数は 9.1葉（平年差 0.3 葉）、葉緑素計値 43.6（平年比

99％）となっており、どの地区も目標茎数を上回る生育となっています（表１）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 6 月は期間を通して高温で、日照時間も 

多く経過したことや（図１）、適切な水管理 

（浅水管理）の徹底により、目標茎数を確保 

できたと考えられます。 

 

 

 

 

 

 

茎数は平年より多い、ただし地域・圃場間差あり 

目標茎数を確保した圃場は、ただちに中干しを！ 

斑点米カメムシ類の発生多い、雑草防除の徹底を 

令和８年産 秋 田 米 産 地 情 報【第３号：令和８年７月１日】 
ＪＡ全農あきた米穀部 

2026 前年比 平年比 2026 前年比 平年比 2026 前年差 平年差 2026 前年比 平年比

（cm） （％） （％） 本／㎡ （％） （％） （％） （％）

県北 36.4 88 96 447 117 103 9.3 0.3 0.3 43.9 99 99

中央 39.1 94 101 497 129 126 9.4 0.3 0.5 43.1 98 98

県南 34.2 84 95 370 100 102 8.9 0.2 0.3 43.7 96 99

全県 35.9 87 97 421 112 107 9.1 0.3 0.3 43.6 97 99

目標 下限 上限 目標 下限 上限 目標 下限 上限 目標 下限 上限

県北 34 33 36 428 394 462 8.5 8.3 8.7 42 41 43

中央 36 34 38 431 388 475 8.6 8.3 8.8 45 44 46

県南 34 33 36 346 314 378 8.4 8.1 8.6 43 42 44

（参考）

ひとめぼれ
中央 37.4 84 94 487 99 95 9.1 0.1 0.1 40.0 100 98

葉緑素計値

６月25日の

理想生育量

※平年値：H28～R7年までの過去10年平均

あきたこまち

品種 地区

草丈 茎数 葉数

（葉）

表 1 県内の生育状況（6/25、各地域振興局調査） 

図 1 秋田市の日平均気温の推移と日照時間 
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しかし、県北や県南の一部圃場では、6/25 時点での目標茎数が確保できていない圃場もあり、地域間差・

圃場間差が大きい状況となっています（表２、図２）。特に移植の遅かった圃場や、栽植密度が 70 株／坪

以下の圃場では、㎡当たりの茎数が少ない傾向にあります。 

 一方、全県的に葉齢が進んでおり、稲の生育ステージは早まっています。現在葉齢が９葉以下の圃場では

（図３）、第６号分げつを確実に確保し、目標穂数へつなげる水管理が重要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 （左）田植日と茎数の関係、（右）栽植密度と茎数の関係 
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図 3 6/25現在の葉齢と茎数の関係（左から県北、中央、県南地区） 

表 2 6/25現在の地域別生育状況（各地域振興局調査） 

2026 前年比 平年比 2026 前年比 平年比 2026 前年差 平年差 2026 前年差 平年差

(cm) （％） （％） （本） （％） （％） （％） （％）

鹿　角 34.4 82 95 380 98 80 9.1 0.0 0.2 45.2 97 100

北秋田 36.7 86 93 497 114 108 9.4 0.3 0.3 43.6 101 100

山　本 37.2 92 99 434 129 110 9.5 0.8 0.6 43.5 99 98

秋　田 40.5 95 102 505 134 127 9.6 0.4 0.5 42.9 98 97

由　利 32.3 88 97 459 110 127 8.7 0.1 0.4 44.1 98 103

仙　北 34.6 84 96 407 109 101 9.0 0.3 0.4 43.4 96 98

平　鹿 33.4 85 96 300 89 94 8.6 0.0 0.2 43.5 96 99

雄　勝 34.8 83 94 420 103 114 9.0 0.3 0.2 44.3 98 99

葉緑素計値

地域

草丈 ㎡当たり茎数 葉数

（葉）
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 今年は 3 号・４号の２次分げつが平年より多く発生しています（表３）。２次分げつは、強勢茎（３～６

号分げつ）よりも有効茎歩合が低く、整粒歩合も低いため、高品質・良食味米には強勢茎を確保することが

重要になります（図４～７）。6/25 時点で目標茎数を確保できている場合は、速やかに中干しを開始し、弱

勢茎を抑制し、今発生している分げつに栄養を集中させ、「太い茎作り（＝有効茎歩合が高く、収量にも貢

献できる）」を行いましょう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 強勢茎は、７号以降の分げつ（弱勢茎）や 

分げつから発生する二次分げつよりも有効

茎歩合が高い（図４）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 強勢茎の一穂精玄米重は弱勢茎の一穂精 

玄米重より重く、収量が多い（図６）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）強勢茎は弱勢茎より整粒歩合が高い（図５）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）強勢茎のタンパク含有率は低く、良食味 

（図７）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１号 ２号 ３号 ４号 ５号 ６号 ７号 ８号 １号 ２号 ３号 ４号 ５号 ６号

5/15植え 1 3 8 10 10 10 8 1 3 13 17 6

平年※１ 0 3 7 10 10 10 7 1 1 2 9 12 6 1

5/25植え 0 2 10 10 10 10 4 1 1 16 16 1

平年 0 2 7 10 10 10 6 1 0 2 7 14 5 1

１次分げつ ２次分げつ
試験区

※１　平年：5/15植えはＨ13～Ｒ７まで、5/25植えはＨ29～Ｒ７までの最終発生数の平均

（本／10個体）表 3 次位節位別分げつ発生状況（6/30、作況ニュース第４号より） 
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図 4 分げつ節位別有効茎歩合 図 ５ 分げつ節位別整粒歩合 
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図 ６ 分げつ節位別一穂精玄米重 
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図 ７ 分げつ節位別タンパク含有率 
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２．幼穂形成期予測 

 7/１現在の中苗あきたこまちの幼穂形成期予測※は表４のとおりとなっており、どの田植え時期において

も平年より早くなる見込みです。 

中干し終了の目安は３－（１）に示していますが、幼穂形成期に水が不足すると、一穂粒数の低下を招く

ため、圃場ごとに幼穂形成期（幼穂が２mm に達した時、図 8 参照）を確認し、入水時期に注意しましょ

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※https://rice-forecast.s3.ap-northeast-1.amazonaws.com/index.html にて予測 

 

３．今後の圃場管理 

（１）水管理 

ア． ６月下旬～７月上旬 ⇒十分な茎数が確保できている圃場では、中干しを開始する。 

中干しの期間は７～１０日程度とし、強い中干しは行わない。 

目安は田面に亀裂が１～２cm 程度入り、足跡が付く程度。 

イ． ７月中旬（幼穂形成期）⇒水が必要な重要な時期！しかし、急な湛水は稲体の活力が低下 

する可能性があるため、間断かん水により土壌に水分と酸素を 

交互に供給。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月下旬
有効茎決定期

15cm

10cm

5cm

７月中旬
幼穂形成期

８月上旬
出穂期

９月中旬
成熟期

飽水管理or間断かん水

落水・中干し
７～10日程度

田面に亀裂が１～２cm
入り足跡が付く程度

間断かん水
※出穂後10日間、
水深は５～６cm 落水

図 ９ ６月下旬以降の水管理 

２mm 

図 ８ 幼穂形成期の幼穂 

+２℃ ±０℃ －２℃ +２℃ ±０℃ －２℃

5/10 7/3 7/3 7/4 －１２ －１２ －１１

5/15 7/6 7/6 7/7 －９ －９ －８

5/20 7/9 7/10 7/11 －６ －５ －４

5/25 7/11 7/13 7/15 －４ －２ 0

田植日

7月１日以降の想定気温経過

（平年の日平均気温に対する差）

平年差※

（日）

※あきたこまちの幼穂形成期の平年値を7/15とした場合の差

表 4 あきたこまちの幼穂形成期予測（秋田市） 

https://rice-forecast.s3.ap-northeast-1.amazonaws.com/index.html


- 5 - 

 

 

 

 □無効分げつの発生を抑える 

 □根の活力を高め、一穂粒数と千粒重を増加させる 

 □節間伸長が抑制され、倒伏が軽減される 

 排水不良田や、有機物が多く異常還元が発生しやすい圃場では、 

中干しと合わせて“溝切り”を行うと、中干し以降の水管理も効果的に 

行うことができます。 

 

（２）病害虫防除 

ア． 斑点米カメムシ類対策 

 秋田県病害虫防除所は 6/22 に斑点米カメムシ類に対する「防除対策情報」を発行しています。 

 その中で、畦畔などに出穂しているイネ科雑草がある圃場を中心に今後、斑点米カメムシ類の発生量が多

くなると予想されることから、農道や畦畔、休耕田などの除草の徹底を呼びかけています。特に水田内にヒ

エ等のイネ科雑草またはホタルイ類等のカヤツリグサ科が残草している場合は、斑点米カメムシ類の発生

源となってしまうため、中後期剤等で防除を徹底しましょう。 

 ※中後期除草剤は使用方法や時期が剤によって異なるため、ラベルをよく見て使用しましょう。 

 

 

 

               

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
中干しの効果と溝切 

溝切り 

水田内雑草の
防除徹底！

農道
畦畔

出穂
15～10日前

本田
防除

７日以内
収穫期

収穫期
２週間前

出穂
15～10日前

収穫期
収穫期
２週間前

草刈り禁止

スタークル
出穂期
10日後頃

キラップ・エクシード
出穂期
24日後頃

法面
休耕田
など

図 10 斑点米カメムシ類の基本的な防除方法 
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 6/21に平年より 6日、昨年より 2日早い梅雨入りが発表されました。梅雨入りとなりましたが、 

梅雨の中休みが長く、雨の日が少ないように感じます。その代わりと言ってはなんですが、雨の日は 

バケツをひっくり返したように激しく降る日もあり、しとしとな梅雨というより定期的にゲリラ豪雨

になっているような気がします。今年の夏も暑くなる予報ですし、気象変化に応じた水管理が、今後

の米作りの“肝”となりそうですね。 

 さて、わが米穀部のバケツ稲はどうかというと… 

これまた立派に育っています！今のところ、豊作と 

なる予定です（笑）ちゃんと生育調査もやってます！ 

バケツ稲もたまに米レターに登場予定なので、 

成長を楽しみにしていて下さいね！ 

最終ゴールとして試食を目指します！ 

                     なべ 

全国農業協同組合連合会 秋田県本部 

〒010-8558 秋田市八橋南 2-10-16 

ＵＲＬ：https://www.zennoh.or.jp/ak/ 

ＪＡ全農あきた 米穀部 

〒011-0901 

秋田市寺内字神屋敷 295-53 

ＴＥＬ：018-845-8500 

ＦＡＸ：018-880-1572 

★次回の発行は 7/20頃 

資料の使用にあたっては、 

米穀部の許可を得て下さい 


